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令和２年度決算審査



〔 ３ 〕 令和3年12月号

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

　
審
査
の
結
果
、
各
会
計
決
算
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
決
算
を
見
る
と
、
財

政
の
健
全
化
を
維
持
し
て
い
る
が
、
今

後
の
町
税
や
地
方
交
付
税
の
減
少
を
考

え
る
と
、
決
し
て
楽
観
視
で
き
る
財
政

状
況
で
は
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
考

慮
す
る
と
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ

り
は
な
い
。

　
ま
た
、
本
委
員
会
に
お
い
て
、
意
見

調
整
の
結
果
、
町
理
事
者
に
伝
え
る
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
で
一
致
し
た
事
項

に
つ
い
て
、
申
し
添
え
る
。

　
町
債
の
償
還
に
つ
い
て
、
監
査
委
員

の
審
査
意
見
書
に
も
あ
っ
た
と
お
り
経

常
収
支
比
率
は
年
々
上
昇
し
、
今
回
、

将
来
負
担
比
率
が
発
生
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。

　
他
自
治
体
と
比
較
す
る
と
数
値
的
に

は
高
く
は
な
い
に
し
て
も
、
人
口
減
少

に
よ
る
町
税
や
地
方
交
付
税
の
減
少
は
、

今
後
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
令
和
２
年
度
は
、
償
還
額
よ
り
借
入

額
が
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
果

と
し
て
町
債
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後

の
町
債
の
償
還
が
一
定
時
期
に
集
中
す

る
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

　
持
続
可
能
な
町
財
政
運
営
の
た
め
に

も
、
今
後
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

財
政
収
支
見
通
し
を
勘
案
し
つ
つ
、
計

画
的
な
事
業
実
施
に
向
け
て
、
総
合
計

画
及
び
実
施
計
画
に
盛
り
込
み
、
事
業

を
進
め
る
こ
と
を
強
く
望
む
。

【
総
　
括
　
質
　
疑
】

 問
 
　
昨
年
の
決
算
委
員
会
で
、
理
想

の
経
常
収
支
比
率
は
　
～
　
％
と
聞
い

７０

８０

て
い
た
が
、
今
回
は
　
・
６
％
と
な
っ

９１

て
い
る
。
監
査
委
員
の
意
見
書
に
は

「
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い

を
示
す
将
来
負
担
比
率
が
発
生
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
」
と
書
い
て
あ
る
。
単

年
度
決
算
で
は
黒
字
だ
が
、
町
長
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

（
赤
井
）

 答
 
　
財
源
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用

し
な
が
ら
、
起
債
を
起
こ
さ
な
い
で
充

て
て
い
く
こ
と
。
さ
ら
に
今
後
、
地
方

交
付
税
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
、

役
場
を
小
さ
く
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

（
町
長
）

　
基
金
残
高
に
つ
い
て
は
増
え
て
い
る

が
、
事
業
発
注
の
際
の
支
払
い
が
年
度

を
ま
た
い
で
し
ま
う
こ
と
で
、
将
来
負

担
比
率
が
発
生
す
る
よ
う
な
計
算
と
な

る
も
の
で
、
財
政
的
に
は
心
配
す
る
必

要
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。
（
財
務
課

長
）
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【
総
　
務
　
費
】

Ｑ
   自
動
車
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援

事
業
の
予
算
２
０
６
万
３
千
円
に
対
し
、

決
算
で
は
　
万
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

８６

周
知
の
仕
方
に
工
夫
が
必
要
で
は
な
い

か
。
　
（
三
澤
）

Ａ
   予
算
で
は
一
人
１
万
円
と
し
て
、

２
０
０
人
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
結
果

は
１
２
２
人
で
あ
っ
た
。
途
中
か
ら
の

申
請
も
あ
り
、
全
員
が
１
万
円
分
で
は

な
く
、
差
額
分
は
翌
年
支
給
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
周
知
方
法
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
警
察
署
、
ハ
イ
ヤ
ー

会
社
に
チ
ラ
シ
を
置
い
て
い
る
。
今
後

も
免
許
返
納
の
機
会
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。
（
総
務
課
長
）

　
Ｑ
   ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励
事

業
の
商
品
開
発
で
、
他
町
で
は
開
発
費

を
出
し
て
研
究
し
て
い
る
。
㈱
木
蓮
に

時
間
と
予
算
を
与
え
て
取
り
組
む
考
え

は
な
い
か
。
（
関
口
）

Ａ
   返
礼
品
を
一
社
に
頼
っ
て
い
る
の

が
八
雲
町
の
弱
点
。
八
雲
の
豚
肉
も
対

象
に
な
る
と
総
務
省
か
ら
内
諾
を
得
た

の
で
、
そ
れ
ら
も
含
め
、
木
蓮
で
も
開

発
で
き
な
い
か
時
間
を
か
け
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
（
町
長
）

Ｑ
   特
定
政
策
調
査
検
討
事
務
事
業
と

八
雲
み
ら
い
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
会
議
運
営

事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
展
開
は
？

（
赤
井
）

Ａ
   予
算
３
０
０
万
円
に
対
し
決
算
は

　
万
円
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
新
規
政
策

３９事
業
の
調
査
な
ど
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
使

用
料
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
関
東
へ

の
出
張
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
執
行

残
が
多
か
っ
た
。
（
政
策
推
進
課
長
）

Ａ
   目
的
は
交
流
人
口
の
拡
大
や
企
業

誘
致
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
り
、

今
後
は
リ
モ
ー
ト
会
議
も
考
え
て
み
た

い
。
（
町
長
）
 

【
職
　
員
　
費
】

Ｑ
   仕
事
量
が
増
え
て
い
る
の
に
、
職

員
の
数
が
ほ
ぼ
同
じ
で
残
業
が
増
え
て

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
も
あ
る
中
、
仕

事
量
と
職
員
の
数
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
の
か
？
（
千
葉
）

Ａ
   新
庁
舎
移
転
に
併
せ
て
機
構
改
革

を
検
討
す
る
。
休
職
が
な
い
よ
う
適
材

適
所
を
考
え
、
職
場
環
境
に
対
し
配
慮

し
て
い
く
。
（
副
町
長
）
　

　【
民
　
生
　
費
】

Ｑ
   介
護
従
事
者
確
保
推
進
事
業
が
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
で
き
て
い
な

い
。
感
染
対
策
を
含
め
現
場
で
の
対
応

 佐  藤 　 智  子 　委員長
さ とう とも こ

返
納
後
の
「
足
」
の
確
保
も
急
務
！

サービス残業…

ダメ、絶対！（三澤）
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を
学
ぶ
こ
と
が
最
も
大
切
な
事
業
だ
と

思
う
が
、
今
後
の
対
応
は
？
（
赤
井
）

Ａ
   資
格
取
得
の
た
め
の
事
業
で
、
自

宅
で
で
き
る
と
こ
ろ
は
や
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
今
後
は
感
染
対
策
を
し

な
が
ら
実
施
し
た
い
。
（
保
健
福
祉
課

長
）

Ｑ
   ア
イ
ヌ
住
宅
改
良
整
備
資
金
貸
付

事
業
に
つ
い
て
予
算
１
２
４
０
万
円
に

対
し
、
決
算
は
１
件
１
８
０
万
円
で

あ
っ
た
。
金
融
機
関
の
様
々
な
融
資
制

度
が
あ
る
中
で
、
こ
の
事
業
は
必
要
な

の
か
。
（
大
久
保
）

Ａ
   北
海
道
か
ら
の
移
管
事
業
で
、
ア

イ
ヌ
の
方
々
の
生
活
の
質
の
向
上
と
支

援
が
目
的
。
ア
イ
ヌ
協
会
か
ら
存
続
の

要
望
も
あ
り
、
す
ぐ
に
廃
止
と
は
な
ら

な
い
が
、
全
道
的
な
動
き
も
参
考
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
住
民
生
活
課

長
）

Ｑ
   福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
と
高
齢

者
等
入
浴
料
助
成
事
業
は
、
申
請
で
は

な
く
、
対
象
者
全
員
に
交
付
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
（
千
葉
）

Ａ
   福
祉
タ
ク
シ
ー
は
非
課
税
世
帯
が

対
象
な
の
で
、
本
人
の
同
意
を
得
た
後
、

課
税
状
況
の
確
認
を
し
て
交
付
し
て
い

る
。
今
後
検
討
し
て
み
た
い
。
（
保
健

福
祉
課
長
）

【
衛
　
生
　
費
】

Ｑ
   乳
幼
児
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
助
成
は
大
変
好
評
だ
っ

た
。
今
後
も
継
続
で
き
な
い
か
。

（
赤
井
）

Ａ
   早
い
段
階
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
確
保
に
動
い
て
い
た
が
、
国

で
は
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
を
急
に
増
や
す

こ
と
が
で
き
ず
、
接
種
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
。
令
和
３
年
度
も
ワ
ク
チ

ン
不
足
の
情
報
が
あ
る
が
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。
（
保
健
福
祉
課
長
）

【
労
働
費
・
商
工
費
】

Ｑ
   コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の
評
価
と
効
果

は
？
（
千
葉
）

Ａ
   融
資
関
係
の
保
証
料
と
利
子
補
給

を
行
っ
た
が
、
結
果
は
　
件
と
伸
び
な

３７

か
っ
た
。

　
軟
白
ネ
ギ
・
牛
乳
・
花
き
の
消
費
拡

大
に
お
い
て
は
、
好
評
だ
っ
た
。

　
飲
食
店
、
宿
泊
業
等
に
は
、
国
・
道

の
支
援
金
と
合
わ
せ
て
、
町
の
支
援
金

も
上
乗
せ
で
き
た
の
で
、
事
業
継
続
に

効
果
が
あ
っ
た
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
２
万
セ
ッ
ト

完
売
し
、
換
金
率
　
・
８
％
で
一
定
の

９９

効
果
は
得
ら
れ
た
。
（
商
工
観
光
労
政

課
長
）

Ｑ
   循
環
型
商
品
券
は
町
民
か
ら
も
好

評
だ
。
重
要
な
施
策
と
し
て
認
識
し
て

い
る
か
。
（
千
葉
）

Ａ
   大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
商
工
業
者

か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
る
。
今
後
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。
（
町
長
）

Ｑ
   商
店
街
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
熱
源
を
見
直
し
、
再
エ
ネ
活
用
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
（
関
口
）

Ａ
   商
店
街
組
合
に
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
が
、
抜
本
的
な
話
し
合
い
を
す

る
好
機
。
道
道
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

今
後
、
再
エ
ネ
活
用
に
つ
い
て
北
海
道

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
（
町
長
）

 関  口 　 正  博 　副委員長
せき ぐち まさ ひろ

八雲町で実施した

【新型コロナ感染症拡大に伴う経済対策事業】

・中小企業等経営安定支援事業（利子・保証料の補給）

・新型コロナ緊急経済対策事業（主要作物及び産品の販売）

・感染症対策協力金支給事業（感染防止対策をしている事業

者に支給）

・新型コロナ緊急経済対策プレミアム商品券発行事業

・町内循環型商品券発行事業
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Ｑ
   奨
学
金
償
還
支
援
事
業
は
決
算
額

０
円
で
あ
っ
た
。
周
知
の
方
法
に
問
題

が
あ
っ
た
の
で
は
？
（
三
澤
）

Ａ
   町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
広
報
で

周
知
し
た
が
、
初
年
度
で
制
度
が
浸
透

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
と
考
え
る
。
令

和
３
年
度
は
学
生
支
援
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
現
在
３
件
の
申

込
み
が
あ
る
。
（
商
工
観
光
労
政
課
長
）

Ｑ
   採
用
す
る
企
業
に
つ
い
て
の
周
知

も
必
要
で
は
な
い
か
。
（
三
澤
）

Ａ
   企
業
に
対
す
る
周
知
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。
（
商
工
観
光
労
政
課
長
）

Ｑ
   八
雲
高
校
に
も
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で

は
？
（
赤
井
）

Ａ
   高
校
在
学
中
の
周
知
を
検
討
し
た

い
。
（
商
工
観
光
労
政
課
長
）

Ｑ
   も
っ
と
有
効
に
使
え
る
よ
う
工
夫

す
べ
き
で
は
。
（
牧
野
）

Ａ
   介
護
、
建
設
、
林
業
か
ら
も
職
員

が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
声
を
聴
い
て

い
る
。
域
学
連
携
の
中
で
大
学
生
と
話

し
合
い
な
が
ら
、
制
度
を
活
用
し
て
い

き
た
い
。
（
町
長
）

【
農
林
水
産
費
】

Ｑ
   ホ
タ
テ
貝
養
殖
漁
業
経
営
安
定
対

策
事
業
は
両
漁
協
に
対
す
る
預
託
の
実

績
は
？
（
黒
島
）

Ａ
   八
雲
町
漁
協
は
　
件
１
１
４
５
万

３８

４
千
円
、
落
部
漁
協
は
　
件
７
５
０
万

１５

円
、
合
計
　
件
１
８
９
５
万
４
千
円
と

５３

な
っ
て
い
る
。
（
水
産
課
長
）

Ｑ
   件
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
。
（
黒
島
）

Ａ
   平
成
　
年
は
８
５
件
、
令
和
元
年

３０

度
は
　
件
、
令
和
２
年
度
は
　
件
と

８１

５３

減
っ
て
い
る
。
ホ
タ
テ
養
殖
の
稚
貝
購

入
資
金
で
あ
る
が
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
対
策
に

つ
い
て
も
借
り
入
れ
可
能
。
１
件
　
万
５０

円
が
限
度
。
（
水
産
課
長
）

Ｑ
   熊
石
の
サ
ー
モ
ン
陸
上
養
殖
施
設

整
備
事
業
の
現
状
と
今
後
は
？
（
関
口
）

Ａ
   冷
水
川
で
は
流
量
と
環
境
調
査
、

地
下
水
源
に
つ
い
て
調
査
を
発
注
し
た

が
、
見
市
川
の
サ
ク
ラ
マ
ス
の
施
設
が

来
年
３
月
に
廃
場
と
な
る
た
め
、
北
海

道
と
協
議
し
、
そ
の
施
設
を
活
用
す
る

こ
と
に
し
た
。
（
産
業
課
長
）

Ａ
   落
部
漁
協
は
３
年
で
一
区
切
り
と

す
る
。
熊
石
で
は
　
ｍ
サ
ー
ク
ル
で
事

２０

業
化
に
向
け
た
検
証
を
進
め
る
。
見
市

川
で
は
卵
か
ら
ふ
化
す
る
ま
で
養
殖
し

て
い
き
た
い
。
（
町
長
）

Ｑ
   沿
岸
漁
業
経
営
改
善
調
査
研
究
事

業
は
コ
ン
ブ
・
ナ
マ
コ
・
ウ
ニ
が
対
象

で
あ
る
が
、
予
算
の
半
分
し
か
使
わ
れ

て
い
な
い
。
よ
り
効
果
の
あ
る
予
算
の

使
い
方
を
す
る
よ
う
指
導
し
て
も
よ
い

の
で
は
？
（
黒
島
）

Ａ
   八
雲
・
落
部
両
漁
協
に
対
し
、
よ

り
積
極
的
な
調
査
を
す
る
よ
う
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
。
（
町
長
）

【
土
　
木
　
費
】

Ｑ
   ユ
ー
ラ
ッ
プ
公
園
の
牛
の
像
は
き

れ
い
だ
が
、
そ
の
下
の
石
碑
の
文
字
は

読
め
な
く
な
っ
て
い
る
。
角
田
弟
彦
の

石
碑
も
含
め
て
、
建
立
し
た
時
の
思
い

を
、
読
め
る
う
ち
に
修
復
し
な
け
れ
ば

碑
の
意
味
が
な
く
な
る
。
修
繕
は
で
き

な
い
の
か
。
（
三
澤
）

Ａ
   関
係
課
と
連
携
を
取
っ
て
修
繕
し

て
い
き
た
い
。
（
公
園
緑
地
推
進
室
長
）

Ｑ
   除
雪
機
械
整
備
事
業
に
関
し
て
、

グ
レ
ー
ダ
ー
か
ら
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
に

し
た
の
は
な
ぜ
か
。
（
横
田
）

Ａ
   グ
レ
ー
ダ
ー
は
高
価
な
う
え
、
運

用
も
冬
季
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
夏
も

使
え
る
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
と
な
っ
た
。

（
建
設
課
長
）

Ｑ
   空
家
対
策
事
業
費
の
予
算
１
０
６

０
万
円
に
対
し
、
特
定
空
家
解
体
、
子

育
て
世
帯
住
宅
改
修
の
申
請
が
と
も
に

０
件
だ
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
の
予
算

は
２
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
理
由
は
？
（
三
澤
）

Ａ
   令
和
３
年
度
の
予
算
増
は
一
般
の

空
家
解
体
　
件
分
を
追
加
し
た
た
め
。

２０

実
態
把
握
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
空

北海道二海サーモン



〔 ７ 〕 令和3年12月号

家
対
策
協
議
会
で
新
た
な
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
（
建
設
課
長
）

Ｑ
   特
定
空
家
の
基
準
が
厳
し
く
、
解

体
を
申
し
込
ん
で
も
簡
単
に
受
け
付
け

て
も
ら
え
な
い
。
も
っ
と
柔
軟
に
対
応

で
き
な
い
か
。
（
黒
島
）

Ａ
   こ
れ
か
ら
も
国
や
道
に
要
望
す
る
。

町
独
自
で
で
き
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

（
町
長
）

【
消
　
防
　
費
】

Ｑ
   備
品
購
入
費
に
つ
い
て
、
自
動
心

肺
蘇
生
器
、
電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
は

全
て
の
救
急
車
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の

か
。
（
千
葉
）

Ａ
   自
動
心
肺
蘇
生
器
は
設
置
し
て
い

る
。
電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
未
設
置
。

耐
振
・
防
振
の
も
の
を
考
え
て
い
き
た

い
。
（
警
防
課
長
）

【
教
　
育
　
費
】

Ｑ
   Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
整
備
事
業
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
布
さ
れ
た
が
、

現
状
の
課
題
は
？
（
赤
井
）

Ａ
   Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
力
向
上
推
進
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
指
導
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
夏
休
み
の
課
題
や
コ
ロ

ナ
で
登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
へ
の
配

信
を
行
っ
た
。
（
学
校
教
育
課
参
事
）

Ｑ
   ス
ポ
ー
ツ
事
業
で
レ
バ
ン
ガ
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
教
室
が
中
止
と
な
っ
た
。
今

年
は
八
雲
中
学
校
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

部
が
全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
も
あ

り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
実
施
す
べ
き

で
は
？
（
大
久
保
）

Ａ
   令
和
２
年
度
は
中
止
し
た
が
、
令

和
３
年
度
は
中
学
校
で
３
回
実
施
し
た
。

少
年
団
も
対
象
と
な
る
よ
う
調
整
す
る
。

（
体
育
課
長
）

　【
歳
　
　
入
】

Ｑ
   将
来
負
担
比
率
が
不
安
で
あ
る
。

毎
年
歳
入
を
固
く
見
る
こ
と
で
、
対
応

で
き
る
の
か
？
（
赤
井
）

Ａ
   歳
入
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
る
の

が
地
方
交
付
税
だ
。
人
口
減
少
が
抑
え

ら
れ
る
か
が
一
番
の
課
題
。
働
く
場
所
、

雇
用
人
口
の
増
を
目
指
す
。
ふ
る
さ
と

納
税
は
い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
わ
ず
、

な
く
な
っ
て
も
八
雲
の
産
業
で
稼
ぎ
出

せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
（
町
長
）

Ｑ
   不
納
欠
損
額
４
５
０
０
万
円
の
内

容
は
？
（
横
田
）

Ａ
   熊
石
地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が

昨
年
１
月
、
破
産
手
続
き
を
終
え
、
補

助
金
返
還
の
見
込
み
が
な
く
債
権
を
放

棄
し
た
も
の
。
（
保
健
福
祉
課
長
）

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

】

Ｑ
   コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
影
響
は
？
ま

た
、
国
保
税
の
未
納
者
・
滞
納
者
の
相

談
は
？
（
三
澤
）

Ａ
   受
診
控
え
で
医
療
費
が
伸
び
な

か
っ
た
が
、
国
保
会
計
に
は
影
響
は
な

い
。
（
住
民
生
活
課
長
）

Ａ
   国
保
税
に
関
し
て
は
、
国
の
制
度

に
よ
る
減
免
申
請
が
７
３
０
万
円
分
、

徴
収
猶
予
が
４
０
０
万
円
分
の
相
談
が

あ
り
、
柔
軟
に
対
応
し
て
き
た
。
（
財

務
課
長
）

【
病
院
事
業
会
計
】

Ｑ
   新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
黒

字
決
算
と
な
っ
た
が
、
人
口
減
少
は
患

者
数
減
少
に
つ
な
が
る
。
内
科
医
の
適

切
な
人
数
は
？
（
赤
井
）

Ａ
   コ
ロ
ナ
対
応
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

透
析
、
救
急
搬
送
な
ど
、
範
囲
が
広
い

の
で
、
常
に
６
人
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。
（
総
合
病
院
事
務
長
）

バスケット教室の練習風景



令和3年第3回定例会 一 般 質 問

〔 ８ 〕令和3年12月号

一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※質問した議員本人が原稿を書いています。

 町
長
 

青
年
舎
は
当
初
の
計
画
ど
お

り
進
ん
で
い
る
。
木
蓮
に
つ
い
て
は
新

た
な
収
益
を
得
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
青
年
舎
と
木
蓮
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
会
社
な
の
で
共

倒
れ
す
る
こ
と
は
な
い
。

 質
問
 

総
務
省
で
も
、
第
三
セ
ク

タ
ー
等
の
抜
本
的
改
革
や
経
営
健
全
化

等
に
関
す
る
指
針
を
出
し
、
そ
れ
を
受

け
て
自
治
体
で
は
存
廃
を
含
め
て
改
革

が
進
ん
で
い
る
。
会
社
の
健
全
化
は
第

三
セ
ク
タ
ー
か
ら
の
脱
却
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
町
長
に
伺
う
。

 町
長
 

青
年
舎
と
木
蓮
が
今
後
、
力

を
つ
け
て
い
き
、
な
る
べ
く
早
く
町
か

ら
自
立
す
る
こ
と
が
一
番
だ
と
考
え
る
。

 質
問
 

青
年
舎
に
つ
い
て
は
搾
乳
牛

１
３
０
頭
程
で
、
ふ
ん
尿
処
理
施
設
も

ま
だ
で
き
て
い
な
い
中
、
日
本
大
学
跡

地
の
購
入
や
改
修
な
ど
の
投
資
を
し
て

い
る
。
そ
し
て
株
式
会
社
木
蓮
と
の
関

係
で
は
、
株
を
持
ち
合
う
こ
と
に
つ
い

て
総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
報
告
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
収
益
の
な
い
青
年
舎

と
、
収
益
が
期
待
で
き
な
い
木
蓮
で
は

共
倒
れ
に
な
ら
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
毎
年
の
決
算
報
告
は
法
律
に

基
づ
い
て
議
会
に
報
告
し
て
い
る
が
、

事
業
の
経
過
や
今
後
の
見
通
し
な
ど
に

つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。

Ｑ
 
㈱
青
年
舎
、
㈱
木
蓮
の
見
通
し
は
？

Ａ
 
自
立
す
る
こ
と
が
一
番
と
考
え
る

議会これからの予定
《１２月》　　　３日　議会運営委員会

　　　　９日～１５日　第４回定例会

　　　　　　　　　　全員協議会

　　　　　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　　　　　文教厚生常任委員会

　　　　　　　　　　広報広聴常任委員会

議会を傍聴してみませんか

次の議会は、

令和３年第４回定例会

12月９日（木）午前10時から

開会の予定です。

お気軽に足を運んでみてください。

YouTubeで映像配信もします

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し



町政を問う

〔 ９ 〕 令和3年12月号

 問
 
　
以
前
八
雲
町
で
は
、
町
民
の
ア

イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」
を
行
っ
て
い
た

が
、
財
政
的
な
こ
と
も
あ
り
消
滅
し
た
。

そ
こ
で
、
毎
年
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

が
　
億
円
を
超
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

２０
そ
の
１
％
を
活
用
し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

基
金
」
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

 町
長
 

平
成
４
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」
は
、
財
源
と

し
て
基
金
積
立
金
の
預
金
利
息
収
入
を

活
用
し
て
い
た
が
、
低
金
利
時
代
に
突

入
し
、
大
半
が
一
般
会
計
か
ら
の
持
ち

出
し
と
な
っ
た
。
ま
た
、
助
成
金
を
企

業
や
個
人
の
経
営
規
模
の
拡
大
や
利
益

に
充
て
る
な
ど
、
当
初
の
目
的
・
趣
旨

か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
の
批
判
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
事
業

は
平
成
　
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

１４

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」
は
活
発
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
う
え
で
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
仕
組
み
や

方
法
に
つ
い
て
、
慎
重
に
議
論
を
深
め

て
い
き
た
い
。

 問
 
　
昨
年
、
八
雲
町
を
よ
り
豊
か
に

す
る
た
め
の
構
想
（
夢
）
と
し
て
、
ウ

イ
ス
キ
ー
工
場
、
ワ
イ
ン
工
場
、
牛
乳

Ｑ
 
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
の
復
活
を
！

Ａ
 
仕
組
み
作
り
を
十
分
検
討

工
場
、
熊
石
・
奥
尻
間
の
フ
ェ
リ
ー
の

話
が
あ
っ
た
が
、
現
状
で
は
ど
こ
ま
で

調
査
が
進
み
、
ど
こ
ま
で
実
現
の
可
能

性
が
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
総
合
計
画

の
中
間
見
直
し
を
見
据
え
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
点
に
力
を
入
れ
る
の
か
伺
う
。

 町
長
 

ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
に
つ
い

て
は
、
事
業
連
携
を
予
定
し
て
い
る
小

学
館
集
英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
、
八

雲
町
を
訪
れ
、
建
設
候
補
地
を
選
定
す

る
予
定
。
そ
の
後
、
事
業
収
支
や
運
営

等
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
重
ね
な
が

ら
、
事
業
化
の
可
否
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
く
。

　
ワ
イ
ン
工
場
に
つ
い
て
は
、
平
成
　３０

年
度
か
ら
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
試
験
栽
培

を
実
施
し
て
い
る
。
３
年
後
の
収
穫
に

手
ご
た
え
を
感
じ
た
ら
、
工
場
建
設
に

向
け
、
検
討
し
て
い
く
。

　
牛
乳
工
場
に
つ
い
て
は
、
工
場
全
体

を
八
雲
町
に
誘
致
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
た
が
、
難
し
い
場
合
は
、
乳
製
品
を

作
れ
る
よ
う
な
サ
テ
ラ
イ
ト
の
第
２
工

場
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。
関
係
機
関

と
意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
フ
ェ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
新

幹
線
の
延
伸
を
見
据
え
、
渡
島
・
檜
山

の
一
体
的
な
観
光
と
、
サ
ー
モ
ン
養
殖

に
よ
る
産
業
の
連
携
を
目
指
し
た
広
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
し
か
し
、
多
額
な

費
用
と
法
律
の
規
制
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
り
難
し
い
が
、
関
係
機
関
と
連
携

し
議
論
を
深
め
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
な
い
限
り
厳
し
い

経
済
状
況
が
予
想
さ
れ
る
が
、
八
雲
町

の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
共
に
熊
石
と

八
雲
の
両
地
域
へ
の
企
業
誘
致
と
横
断

的
な
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
人
材
育

成
と
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
負
担
を

強
い
る
こ
と
の
な
い
持
続
可
能
な
八
雲

町
を
目
指
す
た
め
、
様
々
な
施
策
を
講

じ
る
。

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み

Ａ
　
負
の
遺
産
に
は
し
な
い
！

Ｑ
　「
町
長
の
夢
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
進
捗
状
況
と
今
後
は
？

子ども達に夢と希望を！



令和3年第3回定例会 一 般 質 問

〔 １０ 〕令和3年12月号

協
議
し
た
い
。

　
外
構
に
つ
い
て
は
、
校
舎
前
通
路
と

駐
車
場
の
舗
装
改
修
を
実
施
す
る
予
定
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
は
不
安
定
な
も
の
に

乗
る
競
技
の
性
格
上
、
怪
我
が
つ
き
も

の
で
あ
り
、
自
己
責
任
の
徹
底
が
必
要

で
あ
る
が
、
管
理
が
厳
し
す
ぎ
て
も
利

用
し
づ
ら
い
も
の
に
な
る
。
現
時
点
で

は
行
政
が
主
導
し
て
作
る
と
い
う
考
え

に
は
至
ら
な
い
。

Ｑ
 八
雲
中
学
校
の
大
規
模
改
修
に
生
徒
の
意
見
は
？

Ａ
 意
見
聴
取
の
方
法
等
、
学
校
と
協
議
し
た
い

Ａ
　
電
気
牧
柵
へ
の
助
成
、
害
獣
駆

　
　
　
除
の
報
奨
金
増
額
を
検
討
中

Ｑ
　
ク
マ
被
害
に

　
 
　
　
　
　
積
極
的
な
対
応
を
！

 問
 
　
全
道
で
ク
マ
に
よ
る
被
害
が
増

え
て
い
る
中
、
電
気
牧
柵
を
設
置
す
る

農
業
者
へ
の
助
成
も
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
現
状
で
は
害
獣
駆
除
に
協
力
す

る
ハ
ン
タ
ー
の
労
苦
に
報
い
る
体
制
に

な
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

 町
長
 

電
気
牧
柵
の
設
置
に
は
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
良
い
か
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
害
獣
駆
除
に
対
す
る
報
奨

金
の
増
額
や
、
銃
の
保
持
・
管
理
へ
の

助
成
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
北
海

道
や
警
察
に
対
し
て
も
声
を
上
げ
て
い

き
た
い
。

 問
 
　
教
室
で
の
夏
休
み
中
の
部
活
の

イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
う
機
会
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
最
中
に
生
徒
が
暑
さ
で
倒
れ
る
と

い
う
事
例
が
あ
っ
た
。
そ
の
生
徒
の
立

ち
位
置
は
窓
側
で
は
あ
っ
た
が
、
窓
と

窓
の
間
で
、
風
が
当
た
ら
な
い
場
所
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
事
例
が
発
生
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
網
戸
の
設
置
で
対
応

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
冷
暖
房
併
用
型

で
換
気
も
で
き
る
エ
ア
コ
ン
も
あ
る
の

に
検
討
も
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
改
修
項
目
を
大
人
側
だ

け
の
判
断
で
決
め
る
の
は
大
変
残
念
な

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
意
見
の
集

約
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
す
る
な

ど
、
学
校
を
最
も
よ
く
使
い
、
主
役
で

あ
る
生
徒
の
声
は
聴
く
べ
き
だ
。

外
構
に
関
し
て
は
今
年
度
の
実
施
設
計

に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
計
画
は
あ
る

の
で
、
こ
の
機
会
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

の
開
放
区
を
造
っ
て
は
ど
う
か
と
考
え

る
。
学
校
前
庭
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
そ
の
下
に
自
転
車
を
納
め
、

そ
れ
以
外
の
敷
地
を
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

が
安
全
に
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
は

ど
う
か
。
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

 教
育
長
    改
修
内
容
に
つ
い
て
、
教

職
員
か
ら
事
前
に
意
見
を
聞
い
て
お
り
、

網
戸
の
設
置
や
窓
枠
、
放
送
設
備
の
改

修
等
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　
今
後
、
生
徒
の
意
見
を
活
か
す
部
分

が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
意

見
聴
取
方
法
が
あ
る
の
か
等
、
学
校
と

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お

八雲中学校



町政を問う

〔 １１ 〕 令和3年12月号

 問
 
　
八
雲
地
域
、
熊
石
地
域
そ
れ
ぞ

れ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
？

 町
長
 

八
雲
地
域
で
は
９
月
９
日
か

ら
　
歳
未
満
の
方
の
予
約
を
開
始
し
、

３０
す
べ
て
の
対
象
者
が
予
約
で
き
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

　
熊
石
地
域
で
は
８
月
　
日
で
国
保
病

３１

院
で
の
接
種
を
終
了
し
た
。

 問
 
　
副
反
応
の
重
篤
な
事
例
は
あ
っ

た
か
。

 町
長
 

集
団
接
種
会
場
で
は
、
接
種

後
体
調
が
変
化
し
、
状
態
観
察
し
た
方

が
約
　
名
。
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
で
救
急

４０

搬
送
さ
れ
た
方
が
５
名
。
い
ず
れ
も
軽

症
で
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
な
ど
重
篤

な
も
の
は
な
か
っ
た
。

　
総
合
病
院
会
場
で
の
接
種
で
は
軽
度

の
異
変
が
　
名
。

１６

　
病
院
職
員
の
優
先
接
種
の
際
に
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
が
１
名
出
た
が
入

院
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
熊
石
国
保
病
院
会
場
で
は
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
症
状
が
４
名
。
念
の
た
め
入

院
し
た
が
翌
日
に
は
退
院
し
た
。

い
ず
れ
も
中
等
度
の
症
状
で
重
篤
な
も

の
は
な
か
っ
た
。

Ｑ
 
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
は
？

Ａ
 
全
て
の
対
象
者
が
予
約
で
き
る
状
況

 問
 
　
千
葉
県
柏
市
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
妊
婦
が
入
院

で
き
ず
に
赤
ち
ゃ
ん
を
死
産
し
た
と
い

う
残
念
な
事
例
が
あ
っ
た
。

　
八
雲
町
で
は
、
妊
婦
が
新
型
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
た
場
合
、
八
雲
総
合
病
院
に

は
入
院
で
き
る
の
か
。

 町
長
 

八
雲
総
合
病
院
で
は
、
分
娩

予
定
の
通
常
分
娩
は
受
け
入
れ
る
が
、

重
度
の
肺
炎
を
併
発
し
て
い
る
な
ど
、

特
別
な
措
置
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

市
立
函
館
病
院
へ
搬
送
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

 問
 
　
全
国
で
は
子
ど
も
達
に
も
感
染

が
広
が
っ
て
い
る
が
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
今
後
の
感
染
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 教
育
長
　
全
国
で
も
デ
ル
タ
株
に
よ

る
感
染
が
児
童
生
徒
に
広
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
る
対
策
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
消
毒
作
業
や
、
運
動

会
、
修
学
旅
行
な
ど
の
延
期
・
縮
小
な

ど
、
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
や
む
を
得

ず
登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
に
対
し
て

の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
」
な
ど
、
学
び

を
保
障
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

 問
 
　
町
内
に
唯
一
あ
っ
た
銭
湯
が
再

開
で
き
な
い
ま
ま
数
年
が
経
っ
た
。
町

営
で
銭
湯
を
開
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 町
長
 

現
在
、
民
間
事
業
者
か
ら
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

熱
交
換
器
が
入
っ
て
こ
な
い
状
態
に
あ

る
の
で
営
業
再
開
が
で
き
な
い
と
聞
い

て
い
る
。

　
昭
和
湯
の
再
開
を
望
む
声
、
不
便
な

思
い
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
十
分
承
知

し
て
い
る
が
、
民
間
事
業
者
が
自
力
で

運
営
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

町
営
で
銭
湯
を
開
設
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

Ａ
　
町
で
整
備
す
る
考
え
は
な
い

Ｑ
　
銭
湯
を
熱
望
す
る
声
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
応
え
る
か

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ

　８月末現在の接種率

八雲地域　１回目　６０％

　　　　　２回目　４６％

熊石地域　１回目　８６％

　　　　　２回目　６４％

全　　体　１回目　６４％

　　　　　２回目　５１％



〔 １２ 〕令和3年12月号



〔 １３ 〕 令和3年12月号



〔 １４ 〕令和3年12月号

定例会・臨時会議件一覧

令和３年第４回臨時会（令和３年７月２９日）

令和３年度八雲町病院事業会計補正予算（第２号）議案第３号財産の取得について議案第１号

専決処分の報告について

（損害賠償の額の決定について）
報告第１号令和３年度八雲町一般会計補正予算（第４号）議案第２号

令和３年第３回定例会（令和３年９月９日～１５日）

株式会社青年舎の経営状況の報告について報告第１号
令和２年度八雲町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて
認定第１号

株式会社木蓮の経営状況の報告について報告第２号
令和２年度八雲町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定について
認定第２号

令和２年度八雲町病院事業会計継続費の精算につ

いて
報告第３号

令和２年度八雲町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について
認定第３号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて
諮問第１号

令和２年度八雲町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について
認定第４号

豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書発委第１号
令和２年度八雲町熊石地域簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算認定について
認定第５号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財

源の充実を求める意見書
発委第２号

令和２年度八雲町下水道事業特別会計歳入歳出決

算認定について
認定第６号

国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書発委第３号
令和２年度八雲町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について
認定第７号

加齢性難聴への補聴器購入のための国の助成を求

める意見書
発議第１号令和２年度八雲町病院事業会計決算認定について認定第８号

出産育児一時金の増額を求める意見書発議第２号令和２年度八雲町水道事業会計決算認定について認定第９号

土地利用規制法を施行することなく、更なる検討

を求める意見書
発議第３号

八雲町個人情報保護条例及び八雲町手数料徴収条

例の一部を改正する条例
議案第１号

選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論を求め

る意見書
発議第４号八雲町副町長定数条例の一部を改正する条例議案第２号

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用

しないよう求める意見書
発議第５号

八雲町過疎地域持続的発展のための固定資産税の

課税免除に関する条例
議案第３号

適格請求書等保存方式（インボイス制度）の導入

中止を求める意見書
発議第６号

八雲町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例
議案第４号

大学生等への給付奨学金制度の拡充を求める意見

書
発議第７号

八雲町移動等円滑化のために必要な町道の構造に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例
議案第５号

コロナ禍における農畜産物の消費拡大及び高温・

干ばつによる農作物被害対策を求める意見書
発議第８号

八雲町過疎地域持続的発展市町村計画の策定につ

いて
議案第６号

決算特別委員会審査報告書令和３年度八雲町一般会計補正予算（第５号）議案第７号

役場庁舎等整備調査特別委員会報告書
令和３年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）
議案第８号

総務経済常任委員会所管事務調査報告書

文教厚生常任委員会所管事務調査報告書
令和３年度八雲町病院事業会計補正予算（第３号）議案第９号

令和３年第５回臨時会（令和３年１１月９日）

八雲町農業委員会委員の任命に関し同意を求める

ことについて
同意第３号令和３年度八雲町一般会計補正予算（第６号）議案第１号

八雲町教育委員会委員の任命に関し同意を求める

ことについて
同意第４号

八雲町監査委員の選任に関し同意を求めることに

ついて
同意第１号

八雲町副町長の選任に関し同意を求めることにつ

いて
同意第２号



〔 １５ 〕 令和3年12月号

能
登
谷
　
正
　
人

黒
　
島
　
竹
　
満

千
　
葉
　
　
　
隆

宮
　
本
　
雅
　
晴

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

田
　
中
　
　
　
裕

三
　
澤
　
公
　
雄

赤
　
井
　
睦
　
美

大
久
保
　
建
　
一

齋
　
藤
　
　
　
實

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

関
　
口
　
正
　
博

採決結果議　　　　　件　　　　　名

－○○○○○欠○○○○××○可　　決
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財

源の充実を求める意見書
発委第２号

－×××××欠×○××○○×否　　決
加齢性難聴への補聴器購入のための国の助成を求

める意見書
発議第１号

－×××××欠○○××○○×否　　決
土地利用規制法を施行することなく、更なる検討

を求める意見書
発議第３号

賛成　〇　　反対　×　

※能登谷正人議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第３回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

《８月》

　　　１１日　　総務経済常任委員会

　　　　　　　議会運営委員会

　　　１９日　　文教厚生常任委員会

　　　　　　　議会運営委員会

　　　２７日　　全員協議会

　　　　　　　役場庁舎等整備調査特別委員会

《９月》

　　　６日　　議会運営委員会

９日～１５日　　第３回定例会

１０日～１４日　　決算特別委員会

　　　９日　　全員協議会

　　　　　　　総務経済常任委員会

　　　１０日　　総務経済常任委員会

　　　１３日　　文教厚生常任委員会

　　　１５日　　広報広聴常任委員会

　　　　　　　議会運営委員会

《１０月》

　　　１日　　総務経済常任委員会

　　　２６日　　全員協議会

《１１月》

　　　９日　　第５回臨時会

　　　　　　　全員協議会

　　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　　文教厚生常任委員会

　　　　　　　広報広聴常任委員会

　　　１２日　　広報広聴常任委員会

　　　１８日　　総務経済常任委員会

　　　　　　　議会運営委員会

　　　２５日　　文教厚生常任委員会

　　　２９日　　全員協議会

議会のうごき
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　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和３年８月から10月の

各常任委員会の活動です。

　
所
管
各
課
か
ら
報
告
を
受
け
た
中
で

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
黒
岩
地
区
Ａ
対
策
土
受
入
地
に
お
け

る
「
受
入
基
準
値
超
過
」
対
策
土
の
仮

置
き
に
係
る
「
未
報
告
」
に
つ
い
て

（
新
幹
線
推
進
室
）

　
令
和
２
年
　
月
に
、
盤
石
ト
ン
ネ
ル

１０

工
区
か
ら
掘
削
さ
れ
た
「
受
入
基
準
値

を
超
え
る
」
要
対
策
土
を
誤
っ
て
黒
岩

・
令
和
３
年
３
月
　
新
幹
線
工
事
に
係

る
春
日
地
区
の
ボ
ー
リ
ン
グ
土
質
調
査

の
再
開
。
同
じ
頃
、
井
戸
水
の
変
化
が

強
く
な
り
、
Ａ
氏
、
町
へ
報
告
。

・
令
和
３
年
４
月
　
鉄
道
・
運
輸
機
構

主
催
の
水
質
検
査
報
告
会
を
実
施
。
そ

の
後
、
Ａ
氏
へ
の
対
応
と
し
て
、
町
水

道
水
を
給
水
車
に
て
運
搬
。
機
構
は
貯

水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
。

・
令
和
３
年
５
月
　
応
急
対
策
と
し
て

行
う
給
水
に
よ
り
Ａ
氏
に
損
害
を
与
え

た
場
合
、
機
構
の
責
任
で
対
応
す
る
と

い
う
確
認
書
を
取
り
交
わ
す
。

そ
の
後
　
現
在
に
お
い
て
も
、
緊
急
対

応
策
を
続
け
て
い
る
。

総
務
経
済

の
受
入
地
に
搬
入
し
た
事
案
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
９
月
に
な
っ
て
委
員
会

に
初
め
て
報
告
さ
れ
た
。

　
し
か
し
内
容
は
令
和
３
年
３
月
の

「
仮
置
き
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、
委
員

会
で
質
疑
を
し
た
際
に
、
事
案
の
発
生

が
令
和
２
年
　
月
に
遡
る
こ
と
が
判
明

１０

し
た
。

　
こ
の
一
連
の
経
過
に
つ
い
て
の
「
未

報
告
」
は
、
新
幹
線
推
進
室
の
判
断
で

あ
り
、
土
壌
調
査
・
対
策
が
確
定
し
た

後
に
報
告
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
、「
仮
置
き
」
に
つ
い
て
は
適
正
で

あ
る
も
の
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

●
新
幹
線
工
事
土
質
調
査
に
起
因
（
推

定
）
す
る
春
日
地
区
の
営
農
用
水
等
へ

の
影
響
に
つ
い
て
（
新
幹
線
推
進
室
）

経
過
　
・
令
和
２
年
８
月
頃
　
Ａ
氏
の

井
戸
水
の
水
質
が
変
化
し
た
。
（
搾
乳

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
洗
浄
時
の
殺
菌
剤
と
水

が
反
応
し
、
赤
褐
色
化
）

・
令
和
２
年
　
月
　
Ａ
氏
が
新
幹
線
推

１１

進
室
へ
報
告
、
聞
き
取
り
を
行
う
。

・
令
和
２
年
　
月
　
鉄
道
・
運
輸
機
構

１２

に
よ
る
Ａ
氏
の
井
戸
の
水
質
調
査
。

住
民
投
票
条
例
勉
強
会

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
住
民

投
票
条
例
に
つ
い
て
勉
強
会
を
重
ね
、

９
月
定
例
会
に
お
い
て
調
査
報
告
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
法
で
は
「
間
接
民
主
制
」

を
基
本
と
し
、
私
た
ち
議
員
も
そ
の
代

表
者
と
し
て
議
決
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
リ
コ
ー
ル
な
ど
の
住
民
に
よ
る

「
直
接
民
主
制
」
も
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
八
雲
町
自
治
基
本
条
例
で
は
、
町
の

将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
問
題
が
発
生

し
、
住
民
に
直
接
そ
の
意
思
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
と
き
に
住
民
投
票
の
制

度
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

ま
す
。

　
住
民
投
票
の
形
態
と
し
て
、
発
議
要

件
な
ど
柔
軟
な
対
応
が
可
能
な
の
は
、

八
雲
町
自
治
基
本
条
例
で
も
制
度
の
基

本
と
し
て
い
る
「
個
別
設
置
型
住
民
投

票
条
例
」
で
す
が
、
実
施
に
は
議
会
の

議
決
が
必
要
と
な
り
、
手
続
き
な
ど
に

多
く
の
難
関
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
今
回
議
論
の
対
象
と
な
っ
た

「
常
設
型
住
民
投
票
条
例
」
は
、
一
定

の
署
名
を
集
め
れ
ば
議
会
の
議
決
が
な

く
て
も
住
民
投
票
が
実
施
で
き
ま
す
が
、

濫
用
を
防
ぐ
と
い
う
観
点
か
ら
要
件
を

厳
し
く
規
定
す
る
傾
向
に
あ
り
、
柔
軟

な
対
応
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
、
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い

る
か
と
の
結
論
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
住
民
の
関
心
を
呼
び
つ
つ
、
議
論

が
前
に
進
む
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
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Ｑ　モニターをやってみて率直な感想を教えてく

ださい。

・他の町の議会広報に比べて、堅苦しくなく柔ら

かい。こんな感じでいいのだろうかと思ったが、

読みやすくて良い。

・文章の書き方をもっと工夫して、目が行きやす

いようにしたほうが良いと思う。

・誌面に余裕があればですが、議員が地域でどん

な活動をしているのか、載せたほうが関心を引く。

・予算等の金額が大きいからか、数字がわかりに

くい。もっとわかりやすくしてみては。前号の医

師住宅の経緯はとてもわかりやすくて良かった。

・議件一覧や賛否一覧は必要があるのだろうか。

文字も小さく、読む人もいないのでは。

Ｑ　モニターを引き受けて、議会を身近に感じた

か？

・モニターを引き受けるということは議会に関心

があるということ。関心のない人がモニターに

なっても、難しいのでは。

・「耳をすまして」のコーナーは、いろいろな方の

意見がわかるので、つい読んでしまうし、知って

いる人が載っていると、声をかけるので、読んで

もらうきっかけにもなる。

・「耳をすまして」の地域おこし協力隊の方の記事

を読んだが、自分たちの気づかないところを気づ

かせてもらって良かった。

・表紙の写真に町民が写っていることで、「お孫さ

ん写っていたね！」など声をかけることで、お互

いに議会広報を見るきっかけになると思う。

Ｑ　その他、なんでもご意見を

・議会が傍聴できることも知らなかった。そうし

たＰＲも必要では。

・議員から提案したことが、その後どうなったか

を追跡する記事は良いと思う。

・一般質問、一問一答になってから、聞きやすく

なった。以前は一人の質問が長すぎて飽きてしま

うこともあった。

・知人のお子さんが生徒会に入っているが、どう

すれば自分たちの意見を聴いてもらえるかわから

ないと言っている。是非議会側から声をかけてほ

しい。

・病院の話題は町民の関心が大きい。それ以外の

予算も大切だが、話題はどうしても病院になって

しまう。

・広報には関係ないが、コロナ対策の商品券はお

つりが出ないので、額面千円ではなく五百円のほ

うが使いやすいという声を多く聞いた。

・広報モニターの制度は、関心をもってもらうに

はとても良い取り組みだと思うので、ぜひ多くの

方にやってほしい。

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。

　今回は

　議会広報モニターの皆さまです！

　営利を目的とする場合を除き、こ
の議会広報誌をそのまま読むことが
困難な方のために、録音図書・拡大
写本等へ複製することを認めます。
　製作後は八雲町議会事務局（緯
０１３７－６２－２３８８）へご報告ください。

　
八
雲
町
長
選
挙
、
八
雲
町
議

会
議
員
選
挙
が
ど
ち
ら
も
無
投

票
と
な
っ
た
。
立
候
補
を
し
た

側
か
ら
す
る
と
、
わ
ず
か
で
も

費
用
が
安
く
済
む
の
は
あ
り
が

た
い
が
、
選
ば
れ
た
と
い
え
な

い
後
味
の
悪
さ
と
、
将
来
の
担

い
手
不
足
と
い
う
不
安
が
残
る

「
気
持
ち
の
悪
い
選
挙
」
で
あ

っ
た
。

　
以
前
か
ら
誌
面
改
革
を
行
っ

て
き
た
議
会
広
報
誌
で
あ
る
が
、

今
号
は
、
新
た
に
就
任
さ
れ
た

議
長
と
副
議
長
を
表
紙
に
、
委

員
会
構
成
や
そ
の
他
役
職
を
裏

表
紙
に
配
置
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
、
か
わ
い
い
子
ど
も

や
美
し
い
風
景
写
真
で
は
な
く
、

あ
え
て
お
じ
さ
ん
の
ア
ッ
プ
写

真
を
表
紙
に
載
せ
た
。
「
そ
ん

な
オ
ヤ
ジ
の
顔
を
誰
が
見
た

い
」
と
反
対
の
声
も
あ
っ
た
が
、

「
議
会
や
議
員
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
議
会
広
報
」
を
原
点

と
し
て
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
紹
介

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
４
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　

　
　
　
委
員
長
　
大
久
保
建
一

編
  集
  後
  記
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この広報の製作費は、１部あたり５７．６円です。

議会は変わります！ 新体制決まる！
　　令和３年１１月９日開催の第５回臨時会（初議会）において、新体制がスタート。

　　千葉 隆 議長、黒島 竹満 副議長 をはじめ、常任委員会等の構成が決まりました。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

◎
委
員
長
　
〇
副
委
員
長

議会運営委員会

委 員 長　三澤　公雄　　

副委員長　大久保建一　

委員　赤井　睦美　　委員　佐藤　智子

委員　宮本　雅晴　　委員　牧野　　仁

その他の条例委員等
監　　　 査　　　 委　　　 員　　宮本　雅晴

渡島廃棄物処理広域連合議会議員　　赤井　睦美　関口　正博

南部桧山衛生処理組合議会議員　　斎藤　　實 

都 市 計 画 審 議 会 委 員　　横田喜世志

民 生 委 員 推 薦 会 委 員　　斎藤　　實

〈
後
列
右
よ
り
〉

　
大
久
保
建
一

　
横
田
喜
世
志

　
宮
本
　
雅
晴

〈
前
列
右
よ
り
〉

○
牧
野
　
　
仁

◎
安
藤
　
辰
行

　
三
澤
　
公
雄

◎
委
員
長
　
〇
副
委
員
長

〈
後
列
右
よ
り
〉

　
関
口
　
正
博

　
能
登
谷
正
人

　
黒
島
　
竹
満

〈
前
列
右
よ
り
〉

　
斎
藤
　
　
實

○
佐
藤
　
智
子

◎
赤
井
　
睦
美

　
倉
地
　
清
子

◎
委
員
長
　
〇
副
委
員
長

〈
後
列
右
よ
り
〉

　
赤
井
　
睦
美

　
三
澤
　
公
雄

　
佐
藤
　
智
子

〈
前
列
右
よ
り
〉

○
関
口
　
正
博

◎
大
久
保
建
一

　
倉
地
　
清
子


